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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第４部門第１区分
【発行日】平成20年5月22日(2008.5.22)

【公開番号】特開2002-285710(P2002-285710A)
【公開日】平成14年10月3日(2002.10.3)
【出願番号】特願2001-130811(P2001-130811)
【国際特許分類】
   Ｅ０４Ｈ   1/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｅ０４Ｈ   1/04    　　　Ｃ
   Ｅ０４Ｈ   1/04    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成20年4月7日(2008.4.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】 
　床スラブにより複数の階層に区画して形成した集合住宅において、
　各床スラブの一部を下方へ膨出させて、各床スラブに凹状の多目的空間形成部を形成し
、
　多目的空間形成部は、
　床スラブに形成した開口部に多目的空間形成体を嵌合して形成したことを特徴とする、
　集合住宅の床下構造。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
　【０００８】
【課題を解決するための手段】
　　そこで本発明では、床スラブにより複数の階層に区画して形成した集合住宅において
、各床スラブの一部を下方へ膨出させて、各床スラブに凹状の多目的空間形成部を形成し
、多目的空間形成部は、床スラブに形成した開口部に多目的空間形成体を嵌合して形成し
たことを特徴とする、集合住宅の床下構造を提供せんとするものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
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